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教育的機会・福祉的機会につなげる

幅広い事業で、つながる
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トピック①：アスイク保育園中田町の開園

 幼少期から見守る地域づくりを推進するために、袋原・四郎丸エリアに認可保育所を開設。

 財務的なメリットに加え、生活困窮家庭への手厚い支援体制を構築するために、社会福祉法人明日育福祉会にて運営。
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トピック②：たがじょう子どもの心のケアハウスの運営

多賀城市教育委員会と協働し、同事業初となる民営にて子どもの心のケアハウスを運営する。
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トピック③：日本財団・岩沼市との協働による子ども第三の居場所の立ち上げ

日本財団、岩沼市と協働し、宮城県初となる「子ども第三の居場所」を南部事務所敷地内に設置。
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トピック④：仙台市要保護児童等見守り強化事業の拡充

学校の長期休業期間を対象として開始された見守り強化事業を通年化し、見守りが必要な
子ども・家庭、区役所などの関係機関との連携を強化する。
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トピック⑤：学習・生活支援事業へのオンラインの追加

コロナ禍において試験的に運用してきたオンライン学習支援が、送迎手段のない子どもや集団活動に
参加できない子どもへの支援メニューとして、宮城県子どもの学習・生活支援事業にて支援内容に追
加。今後、他自治体への波及を目指す。
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広報・ファンドレイジングの強化

事業の拡大に伴い生じる可能性がある組織運営上の課題を改善していくために、広報・ファンドレイ
ジングの施策を強化する。それに伴い、兼任で担当者を設置（広報：稲村、FR：三浦）。
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DX化への取り組み

業務効率化、提供価値の最大化、リスク管理の強化を通した組織文化の醸成を目指し、DX化を推進
する。
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各事業の主な取組み
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組織体制

既存事業の組織体制に大きな変更はない。

前述の通り、新設のアスイク保育園中田町は社会福祉法人明日育福祉会にて運営を行うが、管理職会議や管理業務
の共通化を通して、グループ法人として密に連携していく。
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予算計画

新規事業の実施により、NPO法人アスイク単体としては過去最大の予算となる計画である。
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